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貝葉文書1典籍（臨㎞L脇f晦㎜SC。城S） について

書写素材史研究序説

三　　保　　忠　　夫＊

　　　　　　　　　Tadao　M1H0

0n　the　Pa1m　Leaf　Manuscr1pts1n　Japan

An　Introd－uction　to　the　Study　of　the　History

　　　of　Hand－wr1t1ng　Mater1a1s

はじめに

　書写素材史の研究は，書写（手写）という行為に関わ

る素材（用紙㊥筆具④硯などの類）とその使用方法，そ

の結果である文字や綴字の方法，言語，また，文書1書

物の形態や機能，等々を対象とする通時的研究である。
　　　　　　　’まし、ようもんじょ
本稿は，まず，貝葉文書⑤典籍を取り上げ，童写素材史

上におけるその意義を明かにしようとしたものである。

1　貝葉文書⑧典籍について

　員葉文書⑧典籍とは，ある種のヤシ1）の葉を用いて書

写⑤作成された文書や典籍のことである。すなわち，そ

れらの葉を調整し，これを短冊型に整形し，この表裏に
　　　　　　せんぴつ
竹製や鉄製の尖筆で文字㊥絵を刻み込み，数十枚を束ね

てこれに板，あるいは，竹板を添えて表紙とし，一定の

箇所に1～3個の穴を開け，これに紐を通して全体を結
　　　　　　　　　ぱいた　らよう　　　ぱいしょ
束するのである2）。「貝多羅葉」「貝書」などと称される

こともあるが，中国における仏書古目録では「貝葉」と

してみえることが多く，英語圏では，ヤシの葉の手写本

との意味で，これをPa1m1eafmanuscr1pts，または，

Palmleaftextsなどと称し，その尖筆をStylus3）と

称している。

　文書や書物の書写素材としてヤソの葉を用いることは，

古く，インド，スリランカ，インドネシア，タイ，ビル

マ，カンボジアなどの南西アジア⑧東南アジアを中心に

行われたようである。その葉に文字を刻み込むことので

きるヤシが育っ地ならば，どこでも可能であったわけだ
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が，その後，紙（Paper）が登場してからは4），これに

取って代わられ，書記生活の場からは，徐々に後退して

いったらしい。インドのベンガル地方の学校では，現在

でも石盤の代用に使っているといわれるが5），これは，

その地方の信仰や宗教のあり方とも密接に関係しよう。

また，インドネシアのバリ島では，サラスワティ

（Saraswat1）を祝う祭りの日6），学校で行われる儀式

にも祭祀用の貝葉文書，すなわち，ロンタル文書

（Lontar）7）が取り出され，供物が供えられるという。

多分に儀式的となっているが，こうした光景も，やがて

は消えていくのかもしれない8）。書記用のヤシ（の葉）

そのものも減ってきているようにみうけられる。

　貝葉文書④典籍の内容はさまざまである。バリ島のグ

ドン㊥キルティヤ図書館（Gedong　Kirtya）に保存さ

れているそれらが，文学，歴史，神話，宗教，法典，儀

式，建築，衣料，楽譜など，多種多様な分野にわたって

いるように，このヤソの葉は，そうした書写素材として，

かなり広汎な用途にあったもののようである。

2　日本における貝葉文書⑧典籍

　1991年（平成3年）3月，奈良の薬師寺において，玄

契三蔵院伽藍が落慶された。内陣に安置されている玄装

三蔵像の右手には筆が握られ，左手の手掌部から前腕部
　　ぼんきょう

には梵麓がたもたれている。梵本漢訳の姿を写したもの

であろう。梵蟹とは，貝葉を綴って経本としたものであ

る。玄装三蔵9）とは，中国唐代の僧で，不東の精神をもっ

てインドに求法研鐘の旅をした人物である。その旅行記

には，「梵書」「梵本」などとともに「貝葉」「爽」（梵薩）
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や「多羅樹林」といった言葉がみえている。玄装の将来

した仏典は，その形態や言語㊥文字等にノ』、異はあっても，

ほとんどは貝葉による梵本（Sanskrit　texts）であった

かと推測される10）。

　もっとも，これは玄装に限らない，法顕，宝雲義浄

その他の西域求法僧，また，東来西域僧の場合でも同様

であろう。訳経史をひもとけば，この問の事情ははっき

りしてくるものであろう。衆経目録や内典録，釈教録な

どを一見しても，3，4世紀から8世紀の頃にかけ，さ

らには，元代の頃にかけても，彪大な「梵本」「梵書」

「梵経」「貝葉」「多羅樹葉書」「梵爽（梵薩）」また，「胡

本」等が中国にもたらされ，翻訳されていることがわか

る。

　員葉文書1典籍は，本来，仏教にのみ関わるものでは

ない。だが，中国においては，これは，すなわち，仏典

を意味するものと解してよさそうである。多種多様の梵

語文書箇典籍の内から，仏教の教義書だけが求められ，

選択され、仏像⑱仏具類とともに流砂⑧葱嶺を渡って行っ

たのである。

　玄装将来の経働像は，652年（高宗永徽3年），その散

失⑧火難を恐れ，甑塔を建造し，ここに安置された。こ

の工事には，玄装自身も費春を携って参加したという11）。

しかし，そうした梵本は，その後，どうなったのであろ

うか。彼の将来分に限らず，イントから中国にもたらさ

れた幾多の梵本の内，今日には，一体，いかほどが残っ

ているのであろうか。残っていないとすれば，それは何

故であろうか。こうした事情については改めて考えてみ

る必要がある12）。

　日本において，また，中国や朝鮮半島等においても，

貝葉（Palm1eaf）による文書⑧典籍は，作成される

ことはなかった。そうしたヤシ類そのものが存してはい

ないし13），そうした素材を持ち込む必要も方途もなかっ

た。

　日本に漢字が初めて渡来したのは争文献では，応神天

皇16年とされている。5，6世紀の頃には，日本におい

ても漢字㊥漢文が書記⑧解読されるようになったらしい

が，それが帰化人の手から一般の日本人（貴族⑧官人層）

の間に普及したのは，大体，7世紀の頃とみてよかろう

か。

　こうした経過にともない，日本に将来された文書や典

籍，また，それらの書写素材は，木簡曲紙㊥毛筆，ある

いは，金⑧石類などによるものであったと推測される。

員葉文書⑮典籍，また，これに関する知識は，日本で

は，仏教とともにもたらされたものらしい。仏教は，6

世紀半ばに百済を経て伝わり，聖徳太子の奨励により広

まったとされる。将来された仏典の類やそれら1にともな

う種々の文書の中には，まま，貝葉文書㊥典籍に関する
　　　　　　　　　　　　　　　　　しったん
記述がみえており，貝葉経典（梵本）と悉曇学との関わ

りも深い14）。日本の古典（国書）一般の中にも，貝葉に

関することが散見しているが，やはり，仏教との関わり

でみえることが多く，中には，貝葉（文書1典籍）を仏

典そのものとした事例もある。今日の国語辞典には，貝

葉を「仏教語」（仏教の専門用語）とするものがある

が15），日本の辞書としては，これも妥当な見解であろう。

　山田龍城著『梵語仏典の諸文献　　大乗仏教成立論序

説資料篇一』によれば16），わが国に古くから伝存す

る貝葉経典（梵本）の古写本としては，次が知られる。

　　（イ）法隆寺（東京国立博物館）所蔵貝葉　　2葉

　　（口）河内高貴寺所蔵員葉　　　　1葉（2葉）

　　（ハ）近江坂本来迎寺所蔵貝葉　　　3葉（4葉）

　　（二）奈良海龍王寺所蔵貝葉　　　　　　　　1葉

　　（ホ）只都百万遍知恩寺所蔵貝葉　　　　　　1葉

　　（へ）近江八橋玉泉寺所蔵貝葉　　　　　　　1葉

　　（ト）東寺所蔵貝葉　　　　　　　　　　　　1葉

　　（チ）洛西清涼寺所蔵貝葉　　　　　　　　　1葉

　この内，（イ）については，マックス画ミュラー　（F．

Max　Mi11er）㊥南條文雄（Bunyiu　Nanjio）両氏の

論著The　Anc1ent　Pa1m－1eaves　conta1n1ng　the

Prag臨一paramita－hridaya－s口tra　andthe　Ushnisha－

vigaya－d－harani，λπεcdo乏α　0κoπオθπ8乏α，　Aryan

Series＜オックスフォード大学逸書集＞，vo1．1，part

3，Oxford，C1arendon　Press，1884年，repr．1976）ま

た，同書巻末に収めるソヨーソ㊥ビューラー　（Joham

Georg　Bihler）の字体学上からの論考，Palaeogra－

ph1cal　Remarks　on　the　Hor1uz1Palm－Leaf　Mss

（61～95頁），同じくビューラーの1π批8c加PαZαθogrα一

ρ肋（Strassburg，1896年，1977年，また，1904年，1

959年に英訳本，等），以下，干潟龍祥「仏頂尊勝陀羅尼

経諸伝の研究」（『密教研究』。第68号，1939年），田久保

周誉著⑧金山正好補筆『梵字悉曇』（平河出版社，1981

年，注24文献），その他，（口）にっいては，岡教蓬「河

南高貴寺の多羅樹葉梵書に就て」（『密教』，第3巻第4

号，1913年），（二）㊥（卜）㊥（チ），および，（口）⑧（ハ）⑧

（ホ）1（へ）にっいては，岡教蓬「本朝古伝貝葉梵策阿毘

曇の断片」（『大正大学学報』，第6⑱7号＜合輯＞，

1930年），（ホ），および，（イ），（ハ），（二），その他に

っいては，渡辺海旭「呆都百万遍知恩寺什宝多羅葉梵策
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断片に就きて」（『宗教研究』，第1巻第1号㊥第4号，

1930国1931年），（へ）にっいては，榊亮三郎「口絵　玉

泉寺所蔵貝葉解説」（『芸文」，第9年第4号，1918年），

また，（ハ）・（二）については，干潟論文などの諸論考

がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あしゃ　らちょう
　伊勢西来寺の宗淵の編になる梵字資料集『阿叉羅帖』

（5帖，1837年＜天保8年＞刊）の第1帖の巻頭には，

（イ）㊥（口）・（チ），および，「南都招提寺蔵」本17）にっ

　　　　　　　　　　　　ぼんがくしんりょう
いての模刻がみえる。また，梵学津梁18）の「本詮総目」

によれば，域州調子瑞泉寺所蔵貝葉（1葉）とみえるも

のがあるが，これは，（へ）玉泉寺所蔵のそれに同じと

される（岡氏論文，大正大学学報）。この他，『望月仏教

大辞典19）』によれば，大阪四天王寺所蔵員葉（1葉），

京都青蓮院所蔵貝葉（2葉）なとの存在も知られる。

　これらの員葉経典（梵本）は，従来，仏教学，密教学

などの方面において解説⑧研究され，梵文，悉曇の研究

上，まずは，最も信用すべき本文とされてきた20）。その

内容，言語1文字，作成年代，作成地，経歴⑤由来等に

ついても，既に，かなりのことが判明しているようであ

る。

　しかしながら，これらは，数も多い貝葉経典（梵本）

の内から，何故に日本にもたらされたものであろうか。

その基準なり選択目標なりはどういうことであったので

あろうか。それぞれ1葉，あるいは，2葉，3葉といっ

た数量（点数）の意味するところは何であろうか。弘法

大師空海，慈覚大師円仁，智証大師円珍等の将来本が，

その後に分散したとしても，梵慶の本来的あり方（形態）

からすれば，やはり，不自然との感が否めない21）。また，

（イ）の綴字具は，毛筆㊥墨汁によるものであって，尖

筆によるものではない。（二）㊥（ホ）⑧（へ）・（ト）⑧（チ）

などの文字も，提出図版を拝見する限りにおいては，毛

筆体，その他によるものかとみられ，尖筆（尖筆体）に

よるものではないと推察される。

　試みるところ，ヤシの葉（Pa1m1eaf）には，墨筆を

もっての墨書は容易でない22）。いわゆる，墨がのらない

のである。これは，もちろん，そのヤシ葉の調整後にお

いてのことである。とすれば，その素材は，はたして，

貝多羅の葉（Pa1m　leaf）であろうか。あるいは，どの

ような塗料（ペイント）を用いているのであろうか。こ

の点，先学は，どのように了解されていたのであろうか。

そもそも，これらの貝葉は，どういう意味で信用すべき

なのであろうか。その年代や素材，作成の意図，．将来さ

れた事情など，さらに検討すべき問題はないのであろう

か。

　そうした疑義に関する一端として，たとえば，法隆寺

所蔵の員葉2葉の年代は，かって，6世紀中のものとさ

れていた。だが，その後の研究により，8世紀後半のも

のと改められることとなった23）。その作成意図に’も独自

のものがありそうで，その素材については，実は，貝葉

ではないとの意見も提出されている24）。その他，高貴寺

所蔵貝葉以下の年代にっいても，4，5世紀から6世紀

といった数字の提出されているものがある。しかし，こ

うした年代には不自然な点もあり，やはり，再検討が必

要であると考えられる。

　日本における貝葉文書④典籍のありようを窺うには，

そうした伝存諸本（経典）を検討し，加えて，古典一般

にみえるところを総合的に考察していく必要があろう。’

　なお，今日の日本における貝葉文書㊧典籍としては，

河口慧海師蒐集ネパール仏典中のもの25），また，もと朝

鮮に伝わったとされる九州大学寄託梵文十万類般若波羅

蜜多経26）や東京国立博物館蔵の八千類般若波羅蜜多経27），

また，東京大学蔵の八千類般若波羅蜜多経28）や楊伽経29）

なとがある。大阪外国語大学（石濱文庫㊥杉本文庫30）），

東京の紙の博物館，静岡市立芹沢錘介美術館31），米子市

立山陰歴史館などに所蔵されるものもあり，また，個人

に所蔵されるものもある32）。これらについても詳細な調

査の望まれること言うまでもないが，所蔵元をさらに発

掘し，多種多様な同趣文書雷典籍を総合的に検討してい

かねばならない。

3　海外における研究と所蔵機関

　海外においては，員葉文書㊥典籍（Palmleafmanu－

scripts）は，いろいろな観点から研究され，19世紀半

ばからこのかた，優れた研究書南研究論文が公表されて

いる。

　今日，同趣文書国典籍が多く所蔵されているところと

しては，まず，オランダのレイデン（Leiden）の王立

言語地理民族学研究所（Kon1nk11］ke　Inst1tuut　voor

Taa1一，Land－en　Vo1kenkunde），国立民族博物館

（R1］ksmuseum　voor　Volkenkunde），レイテン大学

（R1］ksun1vers1te1tLe1d－en），　またアムステルタム

（Amsterdam）の国立博物館（R1］ksmuseum一），イギ

リス，ロンドン（London）の大英図書館　（Br1t1sh

Library）などがあげられよう。

　レイテンの王立…語地理民族学研究所は，1851年，テ

ルフト（Delft）に設立されたオランダ領東インド言語

地理民族学王立研究所の後身である。今，レイデン大学

社会学部等と同じビル（レイデン市停車場前）に同居し

ているが，組織そのものは異なる。インドネシア文化，
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イスラム教，インド文化等々の研究メッカとされ，膨大

な蔵書の中には東洋手写本類も少なくない。レイデン大

学図書館にも，同様，莫大の東洋手写本が所蔵されてい

る。

　大英図書館33）では，質的にも優れた各地⑧各様の写本

が言語別に分類⑧保管され，綿密な研究㊥調査⑤補修が

続けられるとともに，その成果の公刊が行われている。

時間の制約上，筆書はほんの一部を閲覧しただけだが，

その所蔵本の一端は，次のような出版物によって窺うこ

とができる。比較的近年になるところを掲げよう。

　　①A1bertineGaur，附捌π8〃α妙乏αZ80μんθ

　　　Eα8乏，British　Library，1979．

　書題は，東方の童写素材（材料）といった意味である

が，こうしたεα8之には，いわゆる東洋からシリア，ア

ラビアといった北アフリカ辺までが意味されている。概

説的，総合的なパンフレットで，そうした地域における

古代の書写素材としてのStones，Tort01se　Shel1，Bone，

Ivory，Wood，Bamboo，Palm　leaves，Pippa1a
Leaves，Bark，Clay，Ostraca，Meta1s，Sk1n，Leather，

Parchment，Ve11um，Papyrus，Paper，Rice－Paper，

Wr1t1ng　Imp1ements，また，Ink，Sty1us，Pa1ntなと

が取り上げられ，15枚の図版が掲載されている。総計35

頁であってPa1m　leaf皿anuscr1ptsに関しても若干の

言及しかないが，書写素材全体の中におけるその位置付け

やらその変種（Palエn1eafshape1nd1fferent皿ater1als）

としてのCotton，Copper，Paper等の状況を知るのに

有益である（本書は，同図書館や大英博物館の売店，こ

うした専門書を扱う書店なとで容易に入手できよう）。

　　②Jerem1ahPLosty，珊θA村oμ加Boo為

　　　肌肋曲α，Br1t1sh　L1brary，1982

　本書は，インド亜大陸（および，その周辺）における

書写本類の彩飾史（細密画を含む）をテーマとするもの

で，大英図書館④大英博物館の所蔵本を中心に数多くの

貴重書が紹介されている。詳細な解説と多くの図版（カ

ラー国白黒），および，巻末のSe1ect　Bib1iographyは

有益である。

　　③AlbertineGaur，λ珊8乙orツoゾ附流π8，

　　　British　Library，Lond－on，　1984．　Char1es

　　　Scribner’s　Sons，New　York，1985．

　本書は，文字史をテーマとするもので，文字の起源と

発達，主要な文字体系，古代文字の解読，文字と社会，

その他についての総合的な論述書である。インド㊥東南

アジアの文字に関連して大英図書館㊧大英博物館等に所

蔵されるPa1m1eaf　manuscripts，金属製尖筆，イン

キ（顔料）などにも触れられている。本書も大英博物館，

その他で入手できるが，日本訳も行われている34）。

　貝葉文書・典籍に関連しては，次のような文献にも注

意される。

　　④O．P．Agrawa1，0oπ8θmαεゴoπo！〃απω8cr批8

　　　απd　Pα加む加880∫8oω肋一θα8丞A8オα，Butter－

　　　worths，London，1984P24～62（Palm－1eaf

　　　Manuscripts）

　　⑤“Pa！m1eafbooksandtheirconservation”，

　　　Library　Conservation　News　Number16，

　　　July1987．

　これらは特殊な書写本，就中，Pa1m1eaf　manuscri－

ptsの保護㊥修復に関する専門的論説である。

　この他，大英図書館においては，レファレンス関係，

ガイド関係，イベント関係など，各種のパンフレット⑧

ブロウシュア，冊子物等が，逐次，刊行され，これらの

中にも看過できないものが少なくない35）。

　大英博物館には，Pa1m1eaf　manuscripts6点，

Bark，Paper，Ba皿boo，Ivoryによるもの各1，2点

などとともに，一本の鉄筆（Iron　Stylus）が展示され

ている（Or．13653B）。頭部は平たいfan状を呈してお

り，これは，書く時にバランスをとり，かつ，ミステー

クをこすり落とす（scrape　away）ためのものと説明

されている。19世紀，東インドのオリッサ（Orissa）

で用いられていたものとされるが，こうした鉄筆が，は

たして，Palm1eafに用いられたかどうかの点につい

ては，なお，検討の余地があろう。

　ケンフリソソ大学図書館（Ca皿br1dge　Un1vers1ty

Library）には，仏教梵本が多く，そのベンドール教授

（Prof　Cec11Bend－a11）によって，0αあαZo8αθoμ加

肋d肋乏8之Sαη8伽北皿αnω8C吻亡8加伽σπ加r8批ツ

〃brαび，0αm6r〃8ε（London，1883）が作成⑧出版

されている。ネパール（Nepa1）で書写された載伽師地

論中菩薩地の古写本36）や普賢行願讃の古写本37）など，注

目される貝葉経典は少なくない。オックスフォード大学

図書館（Oxford　University　Library）には，1950年，

不パールのChand－raShumshereからサンスクリソト

書6，230冊が寄贈されている。貝葉写本も含まれている

のではなかろうか。

　トイツのマインツ（Ma1nz）には，ヨハ不ス⑧クー

テンベルクの業績を記念するグーテンベルク博物館

（Gutenberg　Museum）があり，その三階には，世界

各地に行われた手写本が展示されている。南西アジア㊥

東南アジアのPalm　leaf，Bark，紙などによる古写本

類，エジプトのパピルス固その他，および，筆具類（尖
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筆も含む）や書写素材などもみえており，パーリー語，

ビルマ語，チベット語，その他による梵薩，折本，巻子

本といった諸形態が並べられている。一見しただけで十

分に検討していないが，詳しく調査する必要があろう。

　パリの国立図書館（B1b110theque　Nat1onale）には，

ポール・ペリオ（Pau1Pelliot）将来敦爆出土写本が

収蔵されており，この一部に貝葉本がみえている38）。また，

0α乏αZo8αθdθ8〃α肌α8cr北8　8｛πgんαZα｛8　（Jinad－asa

L1yanaratne著，B1b11oth§queNat1ona1eD6partement

des　Manuscrits，Paris，1983年）などによれば，スリ

ランカ，イント，タイ，その他で作成された貴重なPalm

1eafmanuscr1ptsが所蔵されているようである。総合

的なところが知り得れば幸いである。

　貝葉文書㊥典籍には，西域南道の子閲（Khotan，和

田）周辺や中央アジア（パミール辺）から出土したコー

タン語文献，また，敦煙やトルファン（Turfan）等か

ら出土したソグド語文献などもある。これらは，同上，

パリの国立図書館，イギリスのイント省図書館（Ind1a

OfficeLibrary，London），同じく大英図書館スウェー

デンの民族学博物館（Ethnographic　Museum，Stock

holm），ソヒエト科学アカテミー㊥アソア研究所レニ

ンクラート支所（Len1ngrad　Branch　of　the　Inst1tute

ofAs1aoftheRSAcademyofSc1ences，Len1ngrad），

その他に所蔵され，研究も多分に進展しているようだ

が39），書写素材史研究上からの検討，というより，書誌

学的研究上からの検討，また，それら相互の比較研究な

どは，必ずしも十分ではないようにみうけられる。

　Palm1eaf　manuscrlptsは，それが作成された現地

の勧にも数多く残っていると思われる。インド，スリラ

ンカ，インドネシア，タイ，チベット，ネパール，ブー

タン，ビルマ（ミャンマー），その他における寺院や役

所，文書館や図書館，研究機関⑧組織などを詳しく調査

し，早い内に保全国登録の措置を講じ，調査網なり総合

目録なりを作る必要があ1る40）。しかし，仏典類を除けば，

いまだ国境を越えての，国際的な相互調査⑧研究は行わ

れていないようにみうけられる。

　管見するところ，同趣の手写本類が所蔵されている主

な施設㊥機関としては，少なくとも次があげられよう。

　［北インド］

　　　　デリー　（De1hi）の国立博物館　（Nationa1

　　　　　　Museum）41）

　［南インドコ

　　　　マドラス（Madras）のコネマラ公共図書館

　　　　　　（Comemara　Publ1c　L1brary），ハイタ

　　　　ラバード（Hyderabad一）のサラール㊧ジャ

　　　　ング博物館（Salar　Jang　Museum）

［東インド］

　　カルカソタ（Ca1cutta）の王立ヘンカル㊥ア

　　　　ジア協会（Royal　Asiatic　Society　of

　　　　Bengal），国立図書館（Nat1ona1L1brary）、

　　　　イント博物館（Ind1an　Museum）

　　ブバネーシュワル（Bhubaneswar）のオリッ

　　　　サ州立博物館（Orissa　State　Museum）

　　ナーランタ（Na1anda）のナワ㊧ナーランタ㊥

　　　　マハー1ヴィハーラ研究所（NavaNalanda

　　　　Maha　Bihar）

　　パトナ（Patna）のビハーラ㊧リサーチ㊥セサ

　　　　イエティ　（Bihar　Research　Society42）），

　　　　カシ㊥プラサド働ジャヤスワール研究所

　　　　（Kash1Prasad　Jayaswal　Research
　　　　InStitute）43）

［西インド］

　　ボンベイ（Bombay）のアジア協会ボンベイ

　　　　支部（Bombay　Branch　of　the　Roya1

　　　　AsiaticSociety），プリンス⑧オブ㊥ウェー

　　　　ルズ博物館（Prince　of　Wa1es　Museum）

［スリランカ］

　　コロンボ（Colo皿bo）のコロンボ国立博物

　　　　館側）（Colombo　National　Museum，図

　　　　書館併設）

　　ベントタ（Bentota）のガラパタ⑧ヴィハーラ

　　　　寺（Ga1apataVihara）

　　キャンティ（Kandy）の国立博物館（Kandy

　　　　Nat1ona1Museum）

　　マータレー（Matale）のアルヴィハーラ寺

　　　　（A1uvihara）

　　アヌラーダプラ（Anuradhapura）のジェタ

　　　　ヴァナ⑤ラマヤ（Jetavana　Ramaya）

［ネパール］

　　カトマンス（Kathmandu）の不パール国立古

　　　　文書館（Nepal　National　Archives）45），

　　　　ネパール国立図書館（Nepal　Nat1onal

　　　　Library），　キシャール（国立）ライブラ

　　　　リー（Keshar　Library）

［インドネシアコ46）

　　ジャカルタ（Jakarta）の国立博物館（Museum

　　　　Nas1onal），国立図書館（Perpustakaan

　　　　Nasiona1）

　　シンガラジャ（Singaraja）のグドン㊥キルティ
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　　　　　　ヤ図書館（Gedong　K1rtya），言語調査

　　　　　　研究所（Ba1a1Pene11t1an　Bahasa）

　　　　デンパサール（Denpasar）の国立ウダヤナ大

　　　　　　学文学部ロンタル図書館（FakultasSastra

　　　　　　Un1vers1tas　Ud－ayana，PustakaLontar），

　　　　　　文書センター（Pusat　Dokumentas1），

　　　　　　バリ博物館（Museum　Bali）

　［タイ］

　　　　バンコク（Bankok）の国立博物館（Nationa1

　　　　　　Library），バジラナーナ国立図書館

　　　　　　（Va］1ranana　Nat1ona1L1brary）

　［中国］

　　　　雲南省西双版納（Xishuangb邑nna）儀族（D亘一

　　　　　　iZi）村案47）

　　　　蘭州（Lanzhou）の西北民族学院48）

　　　　烏魯木斉（Urむmqi）の新彊維吾爾自治区博物

　　　　　　館49）

　これらは，その所蔵施設歯機関としてはほんの一端で

しかないであろうし，また，それぞれの実情も明かでな

い。だが，少なくとも，これらにおいては，少ないとこ

ろでは数部，多いところでは数千部から万部をこえる点

数が所蔵されている。

　なお，パキスタンのカラチ（Karachi）の国立博物

館（NationalMuseum　of　Pakistan）を訪問させて

いただいたが，目標とするものは見当たらなかった。現

今，イスラム教を奉ずる国ではあるが，しかし，こうし

た国でも，丁寧に調査すれば大小の成果は得られようか

と思う。

　ヤシの葉，および，尖筆は，インド系文字を中心とす

る“文字や綴字法の推移・変遷”，すなわち，“その成

長”と密接に関連している。文字の形体や筆画，その

運筆方法や書字方向（上下行，左右行）なとは，書写素

材により，多分に規制されるからである。これは，古代

メソポタミア，その他，また，古代中国においても同様

であった。書写素材史の研究は，文字史，綴字史，文体

史等の上においても重要な問題を提起することになるで

あろう。

　書写素材としてヤシの葉を用いるといっても，実は，

その用い方は一様ではない。国や地方，民族，言語圏画

文化圏や宗教圏などの差異により，その用法，また，筆

具やインキ類，書籍㊥書秩としての仕立て方などには，

大小の相違がみてとれそうである。筆者は，こうした点

にも輿味を覚えるものであるが，このように，素材⑧用

法㊧形態等を考察することにより，思想歯文化の伝達を

本命とすξ書物のあり方やその歴史をもたどり得るので

はないかと考える。

　しかしながら，この種の写本は，殊に乾燥に弱く，傷

みやすい。消滅㊧崩壊の危険をともなうものは少なくな

い50）。乾湿管理㊥集中管理といった特別の保存処置はど

うしても必要となろう。また，徹底した書誌学的記録と

ともに，実測図，写真（カラー，モノクローム）記録，

複製本の作成も早急に検討すべきである。そのためにも，

国境を越えた相互調査働研究は急がれねばならないであ

ろう。

　なお，貝葉文書画典籍については，チベット，ネパー

ル等によく行われ，また，敦煙，トルファン，ウィグル，

その他からも出土した貝葉型の紙本経典，敦煙出土の折

本なども細かく吟味⑤検討する必要がある。これらの間

におげる前後関係，経緯やいきさっが問われるからであ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Dec．31．1993）

　注
1）ヤシ科のコリファヤシやパルミラヤシなど。コリファ

　ヤシ属（0orツニρんα）は，熱帯アジア，マラヤ，スリ

　ランカ，ベンガル，スンダ島等に産し，パルミラヤ

　シの属するオウギヤシ属（Borα88鵬）は，熱帯アフ

　リカ，熱帯アジアの産とされる（後掲，『樹木大図説』

　皿，1169頁，1163頁）。使用されたヤシの特定にっい

ては，時代毎，地方毎にヤシの生態や植生を検討し，

現在する貝葉文書㊥典籍を分析していく必要があろ

　う。

　　なお，こうした書写素材にっいては，次の文献が

参照される。

　　小林良生「タイ国に貝葉“バイラーン”を求めて」，

『百万塔』，第55号，1980年4月。

　　小西正捷「インドにおける紙本以前の文書素材」，

『中央大学アジア史研究』，第6号，1982年3月。

　　阿部登著『ヤシの生活誌』，古今書院，1989年2月。

　　就中，阿部登氏は，目下，貝葉の構造調査，また，

その耐久性について御研究中である。

2）ヤシの葉の調整方法にっいては，改めて検討したい。

員葉文書㊥典籍については，綴じ穴（Stringho1e）ひ

　とっにもそれなりの地方的特徴が認められるようで

あるが，こうした問題にっいても別に言及したい。

なお，綴じる場合に，紐でなくて竹串（Bamboo

　skewer）を用いたものもある（ビルマ）。

3）Sty1usとは，本来，蝋板（Waxed　tablet）などに
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　文字を書く時の筆具で，先端がとがり，他の端が広

　く平らになった鉄筆をいう。先端の方で書き，他端

　の方でこすり消した。古代ローマ以来のものとされ，

　“文体（Style）卿という言葉の語源ともなっている。

　尖筆の英語訳としては，必ずしも適切なものではな

　いかもしれない（注7文献参照）。また，貝葉の筆具

　（筆刻具）として，いつから鉄製の尖筆が用いられ出

　したかは未だ明白ではない。

4）紙は，中国では，少なくとも前漢早期には存在して

　いたようで，その文帝，景帝，武帝の時代，紀元前

　176～141のものと推定される紙（麻紙）が発見され

　ている。後漢書には，105年（元興元年）に察倫が紙

　を作って献上したとみえるが，中国で紙（麻紙）が

　流通し出したのは，後漢の後半，あるいは，その末

　期（滅亡は220年）から三国，西晋の時代にかけての

　ことではなかろうか。トルファンにおける状況から

　しても（拙稿「『吐魯番出土文書』における量詞にっ

　いて」，『島大国文』，第20号，1991年，また，「トル

　ファン墓葬出土文書における量詞の考察」，『島根大

　学教育学部紀要』，第26巻，1992年），木質簡蹟類と

　の交代は，その魏晋南北朝の頃とみうけられる。

　　インドの，その中北部や西部で，写本の材料とし

　て紙が一般的となったのは15世紀以降とされる（小

西正捷氏，注1文献）。その東部，また，西南㊥東南

　アジアの島喚部における紙の普及は，さらに降るで

　あろう。スリランカでは，1737年にキリスト教のオ

　クターヴォ（Octavo）版が出る以前は，仏典類の手

写や記録にはPa1m　Leafが用いられていた（松本

傭作「スリランカの図書館」，『図書館雑誌」，vol．71，

村o．8．1977年8月。）

5）阿部氏，注1文献，　184頁。

6）サラスワティは，ヒンドゥ教における女神の一で，

今日，学問⑧技芸の神として崇拝されている。

7）拙稿「バリ島のロンタル（LONTAR）文書につい

て」，『国語教育論叢』，第3号，1993年8月。

8）もっとも，エジプトのパピルスがそうであるように，

バリ島では土産物用のものが現代でも作成され，博

物館前などで売られている。また，タイのバンコッ

　クでは，門前町などでバイラーン（員葉文書1典籍）

が売られている由であり，スリランカのマータレー

のアルヴィハーラ寺では，貝葉（パピラ）の作成実

演が行われているという。

9）玄装は，法相宗1倶舎宗の開祖。中国河南の人，629

年（唐の太宗貞観3年）秋8月，都長安を出発し，

天山南路からインドに入り，ナーランダ寺の戒賢ら

　に学び，645年（同19年）春正月帰朝し，後，大般若

　経，倶舎論，成唯識論など多数の仏典を翻訳した。

　大唐西域記12巻はその旅行記であり，大慈恩寺三蔵

　法師伝10巻はその伝記である。生年は，602年（晴の

　文帝仁寿2年），または，596年（同開皇16年）とも

　600年（同20年）とも伝える。残年は，664年（高宗

　麟徳元年），長安の玉華寺に遷化した。

10）これらの梵本は，中インド系の正梵音倒ブラフミー

　文字等によるものが多かったであろう。この他，樹

　皮経の形で将来されたものもあったと推測される。

　西域道筋で収集した経典などには，貝葉を模した貝

　葉型の紙本経典もあったかもしれない。また，梵語㊧

　梵字（Sanskr1t）以外の言語⑱文字を用いたものも

　あったであろう。

　　玄装の前後には，まだ，暗諦㊥口謂の形で中国に

　渡った仏経もあったはずである。．

11）大慈恩寺三蔵法師伝，巻7，『大正新傭大蔵経』，第

　51巻，261頁。

12）渡辺海旭氏（『壷月全集』，巻上，同刊行会発行，

　1933年＜昭和8年＞5月，550頁，561頁），注24文献

　（『梵字悉曇」，89頁）などにも言及がある。

13）大井田鶴子氏の御調査により，現在，沖縄県の東南

　植物楽園（沖縄市字知花2146）にパルミラヤシの苗

　が植栽されていることが判明した。これは，同園の

　園長がインドネシアから種を持ち帰って植えたもの

　で，4，5年たった今，40～50センチの丈であると

　いう。大井氏を介し，同園園長秘書樋口純一郎氏の

　御指導で，標本用に一葉をいただくことができた。

　幼木ながらもその葉にはパルミラヤソの組織的特徴

　がはっきり認められる。

　　沖縄県の国営海洋博覧会記念公園（同県本部町石

　川424）には，パルミラヤシ，コリファヤシの両種が

　栽培されているとのことであるが，未確認である。

　　この他，本州，九州，四国において熱帯性の植物

　を植栽する植物園（温室）を訪問し，あるいは，書

　信㊧電話をもって問い合わせてみたが，目下，これ

　らを植えているところはないようである。

　　また，イギリスのキュー王立植物園（Royal　Botanic

　GardensKew）に，コリファヤシ，パルミラヤシ等

　が植えられているか否かについて，British　Library

　の保存室のバーナード氏に電話で問い合わせていた

　だいたところ，植えられていないとのことであった。

　トイッ，ベルリンのターレム植物園（Botan1sher

　Garten　undBotan1shesMuseumBer11n－Dahlem）

　でも同様であろうとのことであった（Ju1．30．1993，調
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　査）。これらの植物園は，アメリカのニューヨーク植

　物園（New　York　Botan1cal　Garden）とともに

　“世界の三大植物園”といわれている。

14）悉曇学は，インドに発生したものだが，仏教，およ

　び，梵漢訳経学とともに中国から伝えられたとみら

　れる。五十音図の成立に重要な影響を及ほしている。

　また，日本におけるその成果として，空海（774～835

　年）に梵学悉曇字母井釈義1巻，円仁（794～864年）

　に在唐記ユ巻，宗叡に悉曇私記（悉曇字記林記）1

　巻，安然（841～902年）に悉曇蔵8巻，明覚（1056

　～1106年？）に悉曇大底1巻，反音作法1巻，心覚

　（1117～1180年）に多羅葉記3巻，降って，浄厳

　（1639～1702年）に悉曇三密妙3巻，慈雲（1718～

　1804年）に梵学津梁（注18文献）などがある。

　　就中，多羅葉記（常喜院心覚撰）は，「多羅葉」

　（多羅樹taユaの樹葉の意）を冠した梵語語彙集で，イ

　ロハ47部を立て，義浄千字文④礼言梵語雑名㊥全真

　唐梵文字国翻梵語㊥信行梵語集などを資料として編

　集されている。巻末（端書き）に，鷲珠抄南草繋抄

　などとともに「貝葉抄」との書名もみえる（大正新

　僑大蔵経，第84巻，1963年＜昭和38年＞7月再刊。6

　42頁）。イロハ順の字書としては，色葉字類抄と並ぶ

　現存最古のものの一とされている。

15）松村明編『大辞林』，三省堂，1988年11月発行，1989

　年3月第8刷。なお，『広辞苑』（新㊧旧，岩波書店），

　『日本国語大辞典」（小学館）などは「仏教語」とし

　ない。

16）平楽寺書店，1959年3月。15頁，また，115頁など。

17）「貝葉梵文　　南都招提寺蔵」として1葉相当の梵

　字が，縦書き毛筆体で，計16字あがっている。縦書

　きで，しかも，16字という点に不審がある。貝葉の

　輪郭が示されていないのも例外的であるので，これ

　は，あるいは，貝葉（そのもの）によるものではな

　かったのかもしれない。

18）通称約1，000巻　但し，未完か。河内高貴寺の慈雲

　（1718年＜享保3年＞～1804＜文化元年＞）編。高貴

　寺所蔵。『慈雲尊者全集』，第9輯下（長谷宝秀編纂，

　高貴寺発行，1926年＜大正15年＞3月）の巻頭図版，

　また，391頁による。「更二之ノ宇内二捜ラバ，当二

　二三十葉ヲ得ベシ。」（原文漢文）ともある。なお，

　「総目録」だけは，『大正新惰大蔵経」の第84巻（既

　出，注14参照），810頁にも掲出されている（原本は

　高楠順次郎氏校本）。

19）第2巻，1942頁。1961年6月第3版。なお，ここに

　は，高貴寺所蔵貝葉は2葉，来迎寺所蔵貝葉は4葉

　とある。後者にっいては，渡辺海旭氏論文「尿都百

　万遍知恩寺什宝多羅葉梵策断片に就きて」（『宗教研

　究』，箏1巻第1号，794頁）にも4葉とある。

　　なお，青蓬院蔵本にっき，岡教蓬「本朝伝来の梵

　蔵古写経（下）」（『中外日報』，1926年＜大正15年＞

　7月27日）によれば，「員葉梵策一葉」とある。

20）日本語研究史上においても同様に評価されている。

　国語学会編『国語学大辞典』（東足堂出版，1980年

　＜昭和55年＞9月，839頁）参照。執筆担当は馬淵和

　夫氏。なお，ここにも，法隆寺所蔵の貝葉は6世紀

　前半のものとある。

21）それだけで完本とみられるものもあるが（法隆寺所

　蔵本　　般若心経倒仏頂尊勝陀羅尼），それならそれ

　で検討の余地がありそうである。こうした素材や形

　態が，中国から将来されたとすれば，ここにも問題

　があるかもしれない。

22）大慈恩寺三蔵法師伝には，玄装の訳経の日課を誌し

　て，「五更復起。読謂梵本朱点次第。擬明旦所翻。毎

　日……」（巻7，既出，注11文献，260頁）とみえる。

　これは朱筆（毛筆）による梵本（貝葉㊥樹皮）への

　書き込みかとみうけられる。料材にもよるが，この

　程度の書き込み，目的㊥用途なら毛筆も可能であろ

　う。

　　筆者は，バリ島クタ（Kuta）で新たに調整したパ

　ルミラヤシ（ンタール）の葉を入手し，手許の毛筆

　で細字墨書を試みたが，紙や板㊥布などにおけるよ

　うな墨潤は得られなかった。葉面は墨書に適した材

　質ではないようである。墨汁そのものも水性である

　から，このままでは熱帯地域には適さない。すなわ

　ち，ヤシの葉は，炭粉㊥油脂，あるいは，オイルペ

　イントの類なら可能だが，墨筆（毛筆体）は受けっ

　けないのである。なお，樹皮の場合にっいては未勘

　である。

23）干潟龍祥「仏頂尊勝陀羅尼経諸伝の研究」，『密教研

　究』，第68号，1939年（昭和14年）。

24）田久保周誉著，金山正好補筆『梵字悉曇』，平河出

　版社，1981年10月，56頁。金山氏説。

　　なお，福井文雄「般若心経」，『講座敦煙7　敦煙

　と中国仏教』，大東出版社，1984年12月，40頁，51頁

　参照。

25）河口師蒐集ネパール仏典（第1類の梵語写本）は，

　東京大学に390部（内29部は欠本），東洋文庫に16部所

　蔵され，前者にも貝葉写本がある（SelrenMatsunam－1，

　λ0α地Zo8一αθoμ加8α鵬加乞亡〃αη蝸c吻乏8加伽

　To伽o砺加rs伽〃6rαrツ．1965）。東洋文庫蔵の
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　1点に，河口師がシャール㊥ゴンパ寺（Zwa－1udgon－

　pa）の規範師刺嚇より授与された貝葉梵本法華経写

　本がある。書写年代は，Newarisamvat191年
　（1070年）。全181葉（別に前後に表紙），表裏に各5，

　6行，2穴，筆具は毛筆に墨汁。本書は，河口慧海

　編集（池田澄達英文序）『貝葉梵本法華経』（梵文法

　華経頒布会，1926年12月，コロタイプ版）として刊

　行され（1956年2月，河口正氏の手により丸善カ）ら

　再版された），この間の事情にっいては，壬生台舜氏

　「河ロコレクションに就いて」（「日本西蔵学会報」，

　第2号，1955年10月），金子良太氏「Kダッシュ梵文

　「法華経」余話」（『東洋文庫書報』，第8号，1977年

　3月）に詳しい。

26）干潟龍祥「梵文古写経雑報　　朝鮮発見ターラ葉薩

　十万類般若と福岡県求菩提山国宝銅版法華経の梵文

　陀羅尼にっいて一」，『九州大学哲学年報」，第2輯

　1941年（昭和16年）3月。

　　この年代は，大体，10世紀中のものとされている。

27）岡教蓬「本朝伝来の梵蔵古写経（下）」（既出，注19

　文献）によれば，「又東呆帝室博物館に朝鮮京畿長滞

　府宝鳳山華蔵寺の旧蔵に係る貝葉梵策一葉がある，」

　云々とみえる。

　　同氏「朝鮮華蔵寺の梵策と印度指空三蔵」，『宗教

　研究」，新第3巻，1926年。

28）注26文献による。ネパールで作成されたもので，そ

　の169年（1049年），162年（1042年）の年号がある。

29）東思帝国大学文科，印度学教室蔵。『壷月全集』，巻

　下，1933年12月，216頁による。

30）『石濱文庫目録」（1979年3月），『杉本文庫目録」

　（1983年9月）。文庫の前者は，石濱純太郎氏の，後

　者は，杉本良巳氏の収集，寄贈にかかる。

31）『芹沢鐘介の創作と蒐集」，紫紅杜発行，1982年9月，

　202頁。

32）坂本恭章氏蔵本（フランス語による貝葉の経文。カ

　ンボジアにて求められたとのこと。阿部氏，、注1文

　献，　183頁による），家永泰光氏蔵本（阿部氏御教示），

　杉本良巳氏蔵本，など。

33）大英博物館（British　Museurr1）のLibrary　col1－

　ectionsは，1973年7月1日にBritish　Library

　Boardに移された。大英図書館の所在地は，Great

　Russell　Street，London　WClB3DGであり，その

　展示ギャラリーは大英博物館（所在地は同上）の中

　にある。但し，こうした員葉文書⑧典籍や中国古代

　の木簡類なとを所蔵・研究するOr1ental　and　Ind1a

　Off1ce　Co1lect1ons（Southeast　As1a　Co11ect1ons）

　は，197Blackfr1ars　Road，London　SE18NGに
　所在する。

34）矢島文夫1大城光正訳『文字の歴史」，原書房，1987

　年12月，1991年6月。

35）J．P．Losty＆M．J．C．O’Keefe，8απs伽北α〃

　Prα加批0oZZεcε乏㎝8乏几伽Br捌8ん工伽αrツ．Gα肋

　むo肋θ1）θpα村肌θ耐oゾ0吋θ肋αZ〃α几α8crφむ8απd

　1）r加ごθdBoo為8（London，1977年）など，また，絵

　葉書の類にも有益なものがある。

36）干潟氏論文（注26文献）によれば，次のような写本

　があがっている。

　　　Mss　Add1702載伽師地論中菩薩地，8世紀後

　　　　　半位のネパールのもの。

　　　Mss．Add．1049ヒンドゥ教関係のもの，Nepal

　　　　　samvat252年（857年，または，858年）。

　　　Mss．Add．866　Nepal　samvat128年（1008年）。

37）渡辺氏論文（注12文献，305頁）によれば，次のよ

　うな写本があがっている。

　　　MssAdd1680　貝葉　6葉，Nepa1samvat
　　　　　188年（1068年），優婆塞チナインシュヤパー

　　　　　カ書写。

　　なお，渡辺氏には，「龍敦皇立亜細亜協会」所蔵の

　四十華厳経（Nepal　samvat286年＜1166年＞，全策

　貝葉を用い，葉数289葉，鈎体の梵字をもって書す）

　についての言及もある（注12文献，324頁，556頁）。

　　戸田宏文「ケンブリッジ大学図書館所蔵ネパール

　の貝葉本にっいて」，『名著通信』，第17号，1978年2

　月。

38）西岡祖秀「沙州における写経事業」，『講座敦僅6

　敦僅胡語文献」，大東出版社，1983年8月，381頁，

　388頁。

　　吉田豊「ソグド語文献」，『（同上）』，189頁，190頁。

39）熊本裕「コータン語文献概説」，既出，『講座敦僅6

　　敦煙胡語文献』，101頁以下。

　　　岩松浅夫「敦煙のコータン語仏教文献」，『（同上）」，

　141頁以下。

　　吉田豊氏，注38文献。

40）タイでは，その歴史と文化の研究にとって重要な史

　料であるとして，各地でその系統的収集と保存の動

　きがみられるとされる（石井米雄・吉川利治編『タ

　イの事典』，同朋杜出版，1993年3月，　265頁。執筆

　担当は石井米雄氏）。

41）　〃α几α8cn二ρ乙8！roη71んd乙αηco〃θcれo几8，dθ8cn二ρ乏一

　加cαむαZo8αθ．Nationa1Museum，New　Dehli，

　1964．
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42）　Rahula　Sankr1tyayana，Sanskr1t　Palm－Leaf

　MSS　in　Tibet，JoαmαZ　o〃加B肋αrα〃0r乞88α

　五θ8θαrcんSoc乞θごy，vo1．XXI，pt．I，1935．

　　R亘hula　San丘krityayana，　Second　Search　　of

　Sanskr1t　Pa1m－Leaf　MSS1nT1bet，Ib1d一（∫B0児③，

　vo1．XX皿，Pt．I，1937．

　　An1rud－d，ha　Jha，ed　by，τ加0αZαZo8αθq〆肋θ

　丁伽肋丁θ炊杭伽B妨αr肋8eαrCん80C乞θ妙，

　Patna，1965．

43）1951年，ビハーラ州政府によって設立され，1953年

　以来，Tibetan　Sanskrit　Works　Seriesを刊行して

　いる。注41文献参照。

44）コロンボ博物館には，0αあαZo8鵬ψ1⊃αZm　Zθψ

　〃αn鵬C吻亡8の刊行がある由である。（シンハラ語

　の経典2，500点が掲載されている。阿部登氏御教示）

45）もと，ビル雷ライブラリー（BirLibrary）として

　トリチャンドラ⑧カレッジ（Tri－Chand－raCollege）

　に保管されていたが，1967年にここに移され，現在

　はネパール政府教育省考古学局の管理下にある（山

　田伸枝「ネパールの図書館（2）」，『図書館界』，vo1．

　35，Nα1．1983年5月）。

　　Sanskr1t　Sem1nar　of　Ta1sho　Un1vers1ty，

　Buddh1st　Manuscr1pts　of　the　B1r　L1brary，『大

　正大学研究紀要』，第40号，1955年1月。

　　1970年にネパール㊥西ドイツ写本保護事業（Nepa1－

　German　Manuscr1pts　Preservat1on　Pro〕ect）が

　発足し，蔵書目録の作成，写本のマイクロフィルム

　化が行われたという。未見。

　　長尾雅人「カトマンドウの仏教写本典籍」，『岩井

　博士古稀記念典籍論集』，1963年6月，同記念事業会

　編⑧刊。

　　Takaoka　H1denobu，A　M1crof1lm　catalogue

　of　the　Buddh1st　manuscrlpts1n　Nepa1，▽o11．

　1981年8月，Buddh1st　L1brary（仏教資料文庫）

　発行。

　　ジゥセッペ⑧ツッチ「チベット及びネポールにお

　いて新たに発見せられた仏教典籍にっいて」，『大谷

　学報』，第36巻，第1号，1956年6月。

46）石田実氏の御教示による。

47）文温扁⑱征鵬「員葉経　　儀族文化的宝蔵」，『思想

　戦綾』，1981年2。

　　中国社会科学院民族研究所㊥国家民族事務委員会

　文化宣伝司主編『中国少数民族文字』，1992年10月，

　中国蔵学出版社，63頁。

　　なお，儀族は，南西タイ諸語の一，儀仇語（Tai

　Lue）を話し，モン文字系の文字言語をもつとされる

　（r言語学大辞典』，第5巻，1993年7月，三省堂，203

　頁）。儀族の貝葉文書㊥典籍は，書写素材史研究上，

　特に注目される。

48）梅村坦「中国の研究機関と博物館　　上海⑤洛陽⑤

　西安㊥蘭州働ウルムチ⑧トゥルファン　　」，『東洋

　文庫書報』，第11号，1980年3月，137頁。

　　チベット語の「かなり多量の貝葉文書が，タイト

　ルを付して蔵されている」と報告されている。

49）注48文献，154頁，157頁。

　　同自治区東部のハミ（Hami，蛤密）出土の「ウィ

　グル文員葉経」（600余点）が所蔵されていると報告

　されている。しかし，「1葉30行」といった写本は，

　員葉（Pa1m1eaf）そのものでなく，貝葉型紙本経典

　に相当するのかもしれない。同氏の紹介されている

　次の文献にも，紙（麻紙）と墨（色）との文言しか

　みえないようである。

　　呉震「蛤密発現大批回鵠文写経」，『文物」，1960年

　第5期，85⑧86頁。

　　漏家昇「1959年蛤密新発現的回鵠文仏経」，『文物』，

　1968年第7㊧8期，90～95頁。

　　なお，掲出の図版によれば，この写本は縦書体で，

　左側から右へ書かれている。綴穴は左寄りに1穴。

50）調製㊥整形の直後に，束ねたまま，小口部に赤色や

　金色の塗料を塗ってしまうものがある。その後，こ

　れを一枚ずつはがしながら筆記（筆刻）していくの

　であるが，これらは比較的傷みにくい。しかし，こ

　うした処置をともなわない，より一般的な文書㊥典

　籍類は，乾圃湿に弱く，小口部から風化し，黒ずん

　でいくことが多い。

　　その保存にっき，旧稿においては“過湿（高温多

　湿）鋤を畏れたが，現在は，むしろ，逆に，その作

　成地（ヤシの生産地）の気候に学ぷべきだと考える。

［附記コ

○筆者は，この夏の約！ヵ月（1993年7月23日～8月

　18日），「パーム1リーフ文書（Pa1m　Leaf　Docu－

　mentS）の研究」（同趣文書にっいての訪書，調査㊧

　研究）というテーマでイギリス，その他に研修旅行

　をさせていただいた。本稿は，その報告を兼ね，若

　干の調査㊥研究の結果をしたためたものである。

　　研修旅行は，殊に，このアジア地域における書写
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筑波国際農業研修センター

Denpasar領事

本学助教授

書家（東呆都在住）

かごしま熱帯植物園

紙の博物館学芸部長

東洋文庫

米子市立山陰歴史館館長

京都府立植物園園長
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